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・沖田さよ子・福田佳子
・どんな実験？

地球の温暖化を防止しようという活動が，世界各地で始まっています。

この実験は，家庭で使う電球についての実験です。電気のエネルギーの消費を減らして，家計にもやさしい。そのような実験です。

・実験のしかた

　ステージで行います。ステージの台の上に，省エネ電球と白熱電球を置きます。１．両方の電球を目でみて比べてみましょう。

２．電流計を用いて，どちらの電球があまり電気を使わないかを考えてみましょう。

３．ないしよ実験を行います。

　　これは，みんな一列になって，両方のドームを同時に両手でさわってもらいます。何がわかるかな？
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４．分光筒を工作してもらいます。この分光筒で，両方の電球の光をみくらべてみましょう。

５．省エネ電球と同じような光のスペクトルをもっているものは，身近にないかな？

６．地球をまもる歌をみんなで歌いましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・気をつけよう

　電球は熱くなるので，直接さわるとやけどをするのであぶないよ。

また，電球はまぶしいので，長い時間じっと見つめるのは目によくないので，そうしないでください。
・もっと詳しくしるために

川村康文編著「省エネ電球の科学」『サイエンスＥネットの親子でできる科学実験工作』かもがわ出版，pp.126-127
かもがわ出版：http://www.kamogawa.co.jp/shinkan1/shinkan/science.html
サイエンスＥネットＨＰ：http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/se-net/　

